
明
暦
大
火
被
災
に
よ
る

正

保

田

絵

図

の

再

提

出

に

つ

い

てl
 

I
 

j
 
村

博

忠

一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
先
年
、
佐
賀
の
鍋
島
家
文
庫
で
呂
に
留
っ
た
一
資
料
か
ら
正
保
国
絵

図
は
収
庫
直
後
陀
明
暦
大
火
で
焼
失
し
た
た
め
、
そ
の
後
に
幕
府
の
求
め
で
写

し
図
が
再
提
出
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
と
と
を
知
h
y
、

と
の
と
と
を
確
認
す
る

た
め
に
は
内
閣
文
庫
に
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
古
国
絵
図
の
転
写
図
と
各
地
方

に
残
存
す
る
控
図
を
国
毎

K
比
較
検
討
す
る
と
と
の
必
要
を
感
じ
て
き
た
。
し

か
し
、
同
文
庫
所
蔵
園
絵
図
は
閲
覧
が
許
さ
れ
左
い
た
め
、
現
在
ま
で
そ
の
思
い

い
が
適
え
ら
れ
ず
陀
い
た
。
と
と
ろ
が
最
近
、
同
文
庫
の
福
井
保
氏
に
よ
っ
て

向
転
写
国
絵
図
に
つ
い
て
の
個
別
的
念
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
、
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
と
が
あ
る
程
度
は
分
っ
た
。
と
の
紹
介
を
手
掛

b
k
回
転
写
図
を

検
討
し
た
と
と
ろ
、
正
保
国
絵
図
再
提
出
の
可
能
性
は
一
一
層
強
ま
っ
た
。

二
、
正
保
肥
前
田
絵
図
再
提
出
の
資
料

肥
前
佐
賀
藩
で
は
享
保
十
一
年
三
月
、
佐
賀
城
の
火
災
で
幕
府
へ
上
呈
し
た

肥
前
国
絵
図
の
控
図
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
と
の
た
め
同
年
幕
府
へ
願
い
出

て
幕
府
文
庫
へ
保
管
の
古
・
新
両
肥
前
国
絵
図
を
借
h
J
出
し
て
写
し
取
っ
た
。

(

2

)

 

『
吉
茂
公
譜
』
の
と
の
件
に
関
す
る
記
録
は
注
目
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。

て
今
度
一
国
御
絵
図
・
郷
村
帳
焼
失
ニ
付
、
先
年
公
儀
へ
差
上
置
ル
御
絵

図
為
写
取
、
御
拝
借
御
願
左
ノ
通
差
出
サ
ル

口
上
之
覚郷

村
帳
等
先
年
差
上
候
、
右
写
取
持
仕
候
処
、
当
春

国
元
火
事
之
節
致
焼
失
候
可
罷
成
儀
ニ
御
座
候
ハ
、
、
先
年
差
上
置
候
御

肥
前
国
之
絵
図

絵
図
郷
村
帳
等
拝
借
仕
写
取
申
度
奉
存
候
、
願
之
通
御
借
被
下
候
様
奉
願

候
、
右
之
内
訳
別
紙
書
載
仕
候
、
以
上

十
月

但
、
，
元
帳
十
四
年
差
上
申
候

御
名

一
、
肥
前
一
国
之
御
絵
図

附
、
郷
村
帳

但、

変
地
目
録

道
程
帳

正
保
二
年
差
上
申
候

一
、
肥
前
一
国
之
御
絵
図

-11ー

附

郷
村
帳

道
程
帳

以
上

(
中
略
)
右
ノ
来
、
十
一
月
八
日
松
平
左
近
将
監
殿
ョ
リ
左
ノ
通
御
書
付

ア
以
テ
御
絵
図
相
渡
サ
ル
、
宗
茂
公
御
覧
遊
ハ
サ
レ
大
切
ノ
御
絵
図
少

γ
モ

写
取
ノ
間
御
屋
敷
詰
、
中
侍
手
明
鑓
不
寝
番

可
仕
旨
仰
出
サ
ル
、
倦
叉
町
絵
師
七
人
御
雇
入
仰
付
ラ
ル

損
セ
ラ
ル
様
何
レ
モ
心
遣
仕
、

元
禄
十
四
年
差
上
候

一
、
肥
前
一
一
国
之
絵
図

枚

郷
村
帳

正
保
二
年
差
上
侯

一
、
肥
前
一
国
之
絵
図

右
之
通
御
蔵
有
之
ニ
付
而
差
遣
候
、
追
而
可
有
返
上
候

道
程
帳
ハ
御
蔵
ェ
無
之
、
正
保
年
中
被
差
出
候
郷
村

枚

一
、
変
地
目
録



帳
も
制
御
蔵
ニ
無
之
侯

左
近
将
監
殿
へ
御
留
守
居
持
出
返
上
之
、

(
中
略
)
、
右
写
取
ノ
絵
図
宗
茂
公
御
覧
遊
サ
レ
、
正
保
二
年
ノ
御
絵
図
ニ

光
茂
公
御
名
御
書
載
ア
リ
、
右
ノ
年
ハ
勝
茂
公
御
代
中
ニ
テ
御
同
人
様
ョ
リ

差
上
ラ
ル
筈
ニ
候
、
尤
右
御
絵
図
ノ
内
一
一
唐
津
ノ
城
主
大
久
保
加
賀
守
ト
書

裁
ア
リ
、
右
ハ
慶
安
二
年
ョ
リ
所
替
ニ
テ
彼
地
相
越
サ
ル
ト
御
覧
遊
ハ
サ
ル
、

然
レ
ハ
光
茂
公
御
代
ノ
御
絵
図
ニ
テ
モ
有
之
ヘ
キ
カ
ト
思
召
サ
ル
ノ
旨
仰
出

サ
ル
、
右
写
御
本
書
ト
数
遍
校
ム
ロ
仕
者
一
回
損
等
有
之
間
敷
由
申
上
ル
ェ
付
、
猶

翌
関
正
月
廿
白
書
写
相
済
、

又
御
覧
車
遊
ハ
サ
レ
侯
処
、
慶
長
年
ノ
御
絵
図
ハ
先
年
大
火
ノ
節
焼
失
ノ
由
、

正
保
二
年
差
上
ラ
ル
候
御
絵
図
明
暦
二
年
焼
失
ニ
付
、
其
節
右
正
保
ノ
御
控

御
写
差
上
ラ
レ
侯
様
ニ
ト
有
之
、
光
茂
公
御
代
右
御
写
差
上
質
候
ヲ
公
儀
ニ

テ
ハ
正
保
年
ノ
御
絵
園
ト
相
知
居
候
ヤ
ト
思
召
サ
ル
ノ
出
仰
出
サ
ル

つ
ま
り

J

と
の
資
料
に
よ
る
と
、
佐
賀
藩
が
幕
府
文
庫
よ
り
借
り
出
し
た
肥
前

{
q
d
}
 

古
国
絵
図
は

E
保
度
の
上
口
王
国
で
は
左
か
っ
た
。
向
上
口
五
図
は
明
暦
大
火
で
焼

失
し
た
た
め
、

そ
の
後
に
幕
府
の
求
め
で
控
図
の
写
し
が
再
提
出
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
再
提
出
図
は
領
主
名
が
提
出
時
の
実
状
に
合
わ
ぜ
て
修
正
さ
れ
て

い
え
。再

提
出
図
に
記
載
さ
れ
て
い
た
佐
賀
藩
主
鍋
島
光
茂
は
明
暦
三

(
一
六
五
七
)

年
に
家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
麿
津
藩
主
大
久
保
加
賀
守
忠
職
は
慶
安
二
年
に

播
陥
商
明
石
よ
り
転
封
、
寛
文
十
年
に
没
し
て
い
る
。
と
れ
を
継
い
だ
大
久
保
忠

朝
は
最
初
出
羽
守
を
称
し
、
加
賀
守
を
称
す
る
の
は
延
宝
五
(
一
六
七
七
)
年

七
月
か
ら
で
あ
り
、

翌
年
正
月
に
は
下
総
佐
倉
へ
転
封
し
て
い
る
。

従

っ

て
こ
の
再
提
出
図
が
提
出
さ
れ
た
期
間
は
明
暦
三
年
か
ら
寛
文
十
年
(
一
六
七

。)
K
至
る
一
=
一
年
間
か
、

あ
る
い
は
延
宝
五
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。一

二
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
転
写
古
冨
絵
図

元
次
年
聞
の
幕
府
文
庫
(
紅
葉
山
文
庫
)

の
蔵
書
目
録
で
あ
る
「
一
元
治
増
補

御
堂
一
国
目
録
』
に
よ
っ
て
、
同
文
庫
に
幕
末
ま
で
古
国
絵
図
七
七
張
が
伝
存
し
た

と
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
と
そ
富
十
保
十
一
年
に
佐
賀
藩
が
借
り
出
し
た
肥

前
古
国
絵
国
(
再
提
出
図
)

を
含
む
文
庫
保
管
の
古
国
絵
図
一
組
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
残
念
左
が
ら
現
在
で
は
と
の
古
国
絵
図
の
行
方
は
知
れ

ず
、
正
保
菌
絵
図
再
提
出
の
事
実
を
直
接
的
な
方
法
で
確
認
す
る
と
と
は
で
き

念
い
。だ

が
幸
い
に
も
古
国
絵
図
の
転
写
図
二
組
が
内
閣
文
庫
陀
現
存
し
て
い
る
。

な
よ
ぴ
松
平
乗
命
旧
蔵
の
「
日
本
八
万

一A
生

}

国
絵
図
」
中
の
国
絵
図
三
八
張
(
三
九
か
国
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
の
こ
組
の

ヮ“
噌

i

中
川
忠
英
旧
蔵
図
六
八
張
(
四
三
か
国
)

'
国
絵
図
の
来
歴
に
つ
い
て
は
福
井
氏
に
よ
っ
て
詳
し
〈
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
二
組
の
国
絵
図
は
共
に
幕
府
保
管
の
国
絵
図
を
折
々
転
写

し
て
収
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
福
井
氏
の
紹
介
に
よ
っ
て
両
者
を
概
括

的
に
比
較
す
る
と
松
平
岡
蔵
図
中
に
は
図
一
不
・
記
載
事
項
の
省
略
、

図
幅
の
縮

小
転
写
左
ど
が
目
立
ち
、
中
川
旧
蔵
図
の
ほ
う
が
転
写
は
全
般
に
精
密
の
印
象

を
受
け
る
。

と
こ
ろ
で
福
井
氏
は
こ
の
二
組
の
転
写
国
絵
図
を
偲
々
に
園
高
の
記
載
を
倹

討
し
て
中
川
旧
蔵
図
は
三
か
国
が
一
元
禄
図
、

四
か
国
が
不
明
、
残
り
三
六
か
国

が
正
保
図
、
松
平
旧
蔵
図
は
四
か
国
が
一
冗
様
図
、
六
か
国
が
不
明
、
残
わ
ノ
二
八

(
5
レ

か
国
が
正
保
図
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
た
し
か
し
筆
者
は
こ
の
二
組
に
は
一

π様

図
の
混
入
は
左
〈
、
全
部
が
吉
国
絵
図
の
転
写
図
で
は
左
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。



福
井
氏
の
検
討
は
原
則
と
し
て
元
禄
高
を
基
準
に
し
て
分
類
さ
れ
た
も
の
で
、

正
保
か
ら
一
冗
様
陀
至
れ
ば
石
高
が
増
加
す
る
と
い
う
一
般
的
傾
向
が
分
類
基
準

の
前
提
と
左
っ
て
い
る
。
大
勢
は
こ
の
方
法
の
分
類
で
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
正

保
高
と
元
穂
高
が
た
ま
た
ま
一
致
す
る
か
近
似
す
る
例
外
的
念
場
合
に
な
い
て

は
問
題
が
生
ず
る
。
福
井
氏
陀
よ

b
元
禄
図
と
考
え
ら
れ
た
中
川
旧
蔵
図
中
の

三
か
国
、
松
平
旧
蔵
図
中
の
四
か
国
は
い
ず
れ
も
と
の
例
外
的
念
場
合
に
相
当

し
て
い
る
。

ど
の福
藩井
県IJ 氏
資の
料分
b 類
よで
び 正
「保
郡図
村か
石ら
高(除
帳6外
L'-"さ

れ

た
図
に

つ
u、
て

正
保
郷
帳
控
左

(
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
)
を
用
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
園
高
を
個
別
的
に
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
は
正
保
高
と
一
致

す
る
と
と
が
確
認
で
き
、
そ
の
他
は
正
保
高
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
強
い

と
と
が
判
明
し
た
。
中
川
旧
蔵
図
の
み

K
つ
い
て
再
検
討
の
結
果
を
例
示
す
る

e

と
次
の
通

b
で
あ
る
。

「
安
芸
」
(
国
高
弐
拾
六
万
九
千
四
百
七
拾
八
石
参
斗
壱
升
)
は
園
高
が
元

{
m
i
}
 

線
高
に
一
致
す
る
と
と
か
ら
一
冗
様
図
と
み
左
さ
れ
た
が
司
済
美
録
]
に
よ
る
と

広
島
藩
が
正
保
三
年
に
上
呈
し
た
安
芸
国
絵
図
・
郷
帳
の
園
高
に
も
符
号
す
る
。

「
長
門
」

(
国
高
拾
六
万
六
千
六
百
弐
拾
参
石
田
斗
)
は
元
禄
高
と
石
以
下
の

端
数
が
異
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
元
禄
図
と
み
念
さ
れ
た
が
、
同
国
正
保
郷

(
8
)
 

帳
の
控
で
あ
る
，
「
長
門
国
石
高
帳
」
の
国
高
記
載
と
は
端
数
ま
で
完
全
に
一
致

し
て
い
る
。

「
伊
賀
」

(
国
高
拾
万
五
百
四
拾
石
)
は
元
禄
高
と
の
一
致
か
ら

【

口

百

)

元
禄
図
と
み
念
さ
れ
た
が
『
伊
賀
御
国
絵
図
後
鑑
恒
に
よ
る
と
元
禄
高
は
正
保

高
に
弐
合
が
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
本
図
は
正
保
高
で
あ
る
と
と
が
確
認
で
き

る。
「
下
総
」

(
園
高
四
拾
四
万
四
千
八
百
弐
拾
九
石
八
斗
四
升
弐
合
)
は
元
様

高
hu
よ
び
『
六
拾
余
州
郡
名
村
数
高
附
記
』
に
朱
筆
で
後
補
さ
れ
た
正
保
高
の

数
字
の
い
ず
れ
と
も
近
似
し
左
い
た
め
分
類
不
明
と
さ
れ
た
が
『
郡
村
石
高
帳
』

で
見
る
限
り
正
保
高
と
一
致
し
て
い
る
。

「
佐
渡
」

(
園
高
弐
万
四
千
六
百
五

拾
石
五
斗
四
升
九
合
)
は
元
禄
高
に
比
し
て
余
り
に
も
少
左
過
ぎ
て
疑
問
と
さ

れ
た
が
『
郡
村
石
高
帳
』
の
正
保
高
と
は
近
似
す
る
。
佐
渡
は
元
禄
六
年
(
一

六
九
三
v

k
戒
原
重
秀
の
検
地
陀
よ
っ
て
国
高
が
急
増
し
、
正
保
高
と
元
穂
高

に
大
差
が
生
ず
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
国
情
防
」
(
国
高
弐
拾
弐
万
千
七

百
八
拾
七
石
六
斗
)
は
元
禄
郷
帳
よ
り
二
万
石
近
く
も
多
い
た
め
に
分
類
不
明
と

さ
れ
た
が
、
と
れ
は
明
ら
か
に
転
写
ミ
ス
で
あ
る
。
園
高
の
濁
点
を
付
し
た

「
弐
」
と
「
万
」
を
上
下
で
入
れ
替
え
る
と
、
国
高
「
弐
拾
万
弐
千
七
百
八
拾

(
叩
)

七
石
六
斗
」
と
左

b
同
国
の
正
保
郷
帳
控
「
周
防
国
石
高
帳
」
と
完
全
に
一
致

す
る
。

-13 

以
上
の
如
く
福
井
氏
陀
よ
っ
て
元
禄
図
と
考
え
ら
れ
た
中
川
旧
蔵
図
の
全
部

が
国
高
に
な
い
て
正
保
高
に
一
致
す
る
と
と
が
確
認
で
き
、

ま
た
分
類
不
明
と

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
正
保
高
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
と
が
判
明
し
一

た
。
松
平
旧
蔵
図
の
場
合
は
園
高
記
載
を
欠
き
検
討
余
地
の
左
い
も
の
が
多
い

が
、
園
高
記
載
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
中
川
旧
蔵
図
と
同
様
の
結
果
で
あ
っ

(
1
)
 

た
。
ま
た
元
禄
国
絵
図
は
高
目
録
様
式
が
全
国
一
様
で
あ
る
蔚
か
ら
も
そ
の
確

認
が
容
易
で
あ
る
が
、
福
井
氏
の
紹
介
を
手
掛
り
と
す
る
限
り
そ
の
感
触
が
左

〈
、
元
禄
図
の
存
在
は
考
え
難
い
。
す
る
と
内
閣
文
庫
所
蔵
の
中
川
・
松
平
両

旧
蔵
国
絵
図
は
恐
ら
く
全
部
が
古
田
絵
図
の
転
写
図
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

回
、
・
中
川
旧
蔵
図
「
周
防
」

「
長
門
」
の
検
証

内
閣
文
庫
所
蔵
の
二
組
の
転
写
古
国
絵
図
に
は
い
ず
れ
に
も
「
肥
前
」
が
含



ま
れ
て
か
ら
ず
、
前
述
の
肥
前
習
絵
図
再
提
出
を
確
認
す
る
ζ

と
は
出
来
左
い
。

し
か
し
幕
府
保
管
古
田
絵
図
の
転
写
図
で
あ
れ
ば
と
の
中
陀
原
本
が
明
暦
以
降

の
成
立
で
あ
る
と
と
を
確
認
で
き
る
も
の
は
存
在
し
念
い
だ
ろ
う
か
。

組
の

う
ち
資
料
価
値
の
高
い
と
み
左
さ
れ
る
中
川
旧
蔵
図
を
以
っ
て
、

ζ

の
上
尽
に
つ

い
て
の
検
証
を
試
み
た
。

『
士
口
茂
公
譜
』
に
よ
る
と
、
再
提
出
図
は
改
め
て
調
製
さ
れ
た
の
で
は
左
〈

先
き
に
上
呈
し
た
正
保
国
絵
図
の
控
を
転
写
し
て
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
再
提
出
図
は
一
般
に
は
正
保
図
と
同
大
容
で
あ
っ
て
、

当
初
の
上

呈
図
と
の
区
別
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
肥
前
の
如
〈
再
提
出
ま
で
の
問

に
領
主
の
交
替
が
あ
っ
た
場
合
に
は
図
中
の
領
主
名
が
書
き
替
え
ら
れ
る
と
と

は
起
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
正
保
国
絵
図
再
提
出
を
確
認
す
る
に
は
転
写
国
絵
図

4

中
の
領
主
名
を
各
国
毎
に
検
討
し
、
国
許
に
残
る
控
図
等
と
対
比
す
る
の
も
一

方
法
で
あ
ろ
う
。
福
井
氏
の
紹
介
に
手
掛
り
を
求
め
る
と
、
中
川
旧
蔵
図
四
三

か
国
中
、
高
呂
録
に
領
主
名
掲
載
の
あ
る
も
の
と
し
て
「
岩
代
」

「
長
門
」
の
五
例
が
一
ボ
さ
れ
て
い
る
。
と
の
五
例

K
つ
い

「
出
雲
」

「
{
女
士
宮
」

「
周
防
」

て
各
掲
載
領
主
の
在
位
期
間
を
検
討
す
る
と
「
周
防
」

「
長
門
」
に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
正
保
度
の
上
呈
図
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。

周
防
・
長
門
両
国
は
共
に
萩
藩
が
絵
図
元
で
、

国
許
の
毛
利
家
文
庫
(
山
口

県
立
文
書
館
)

に
は
両
国
の
正
保
な
よ
び
元
禄
の
控
図
が
揃
っ
て
い
る
。
中
川

田
蔵
「
周
防
」

「
長
門
」
に
記
載
の
国
高
・
領
主
名
を
正
保
・
一
戸
橡
両
控
図
と

比
較
す
る
と
表

1
の
如
く
で
あ
る
。
中
川
旧
蔵
両
図
は
国
高
で
は
正
保
高
と
完

全
に
一
致
す
る
(
周
防
は
転
写
ミ
ス
)
も
の
の
領
主
名
は
正
保
・
元
禄
控
図
の

い

rれ
と
も
合
致
せ
ず
、
と
の
図
が
厳
密
に
は
正
保
図
で
も
一
冗
線
図
で
も
乏
い

こ
と
が
判
明
す
る
。

「長門j と正保・元禄控図の比較

正保図絵図 中川忠英旧蔵図 元禄国絵図
本 藩 松平長門守〔秀就) 松平大膳大夫(綱広) 松平大膳大夫(吉広)

周
下(徳山松) 毛利日向守(就隆) 毛利臼向守(就隆〉 毛利飛騨守(元次)

防
国 j奇 2 0 2， 7 8 7石 6

2 2 1， 7 8 7石 6
2 0 2， 7 8 7石 67 ( 2 0 2， 7 8 7石 6) 

本 藩 松平長門守(秀就) 松平大膳大夫(綱広) 松平大港大夫(吉広)

長 長 府 毛剤甲斐守(秀元) 毛利甲斐守(綱元) 毛利甲斐守(継元)
下 松

毛利日向守(就隆〕 毛利回向守(就隆〉 毛利飛騨守(元次)門 (徳山)
国 高 1 6 6， 6 2 3石 4 1 66.6 2 3石 4 1 66.623石 645

中川旧蔵「周防」表 1

毛利就隆は慶安元年 6月下松よ b野上庄(徳山)へ居を移す。()内の人名は考証による。(注)

15 10 
It: • 質

事
ヲそ
和

延
宝10 

賞
受

万
治

明

稽
承
応

血
多

正
保

本通E

侵府

( tt立許容期間)

正保~元株主手間になける萩藩なよびその支藩の領主在位一覧

(中川忠英IB蔵「周防 Jr長門 J原本成立年の検註)
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と
の
図
の
成
立
年
を
究
明
す
る
た
め
本
支
藩
領
主
の
在
位
期
間
・
称
号
叙
任

を
整
理
す
る
と
図

1
の
通
り
で
あ
る
。

と
れ
に
よ
る
と
中
川
旧
蔵
「
周
防
」

毛
利
日
向
守
(
徳
山
)

「
長
門
」
に
記
載
の
松
平
大
繕
大
夫
(
萩
)
は
綱
広
、

は
就
隆
、
毛
利
甲
斐
守
(
長
府
)
は
綱
元
で
あ
り
、

両
図
の
原
本
の
成
立
は
以

上
三
名
が
同
時
陀
在
位
し
、
し
か
も
綱
一

π
が
甲
斐
守
を
称
す
る
に
至
る
寛
文
四

年
(
一
六
六
四
〉

か
ら
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)

の
一
五
年
間
に
限
定
さ
れ
る
。

次
に
と
の
中
川
旧
蔵
両
図
の
原
本
と
前
述
の
「
肥
前
」
再
提
出
図
が
同
時
期
陀

作
製
さ
れ
た
可
能
性
を
さ
ぐ
る
た
め
各
成
立
許
容
期
間
を
比
較
す
る
と
、

者

が
重
合
す
る
の
は
寛
文
四
年
(
一
六
六
回
)

よ
h
ノ
同
十
年
(
一
六
七

O
)
ま
で

の
六
年
間
と
延
安
五
年
(
一
六
七
七
)

の
一
年
間
の
み
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

内
閣
文
庫
所
蔵
の
転
写
古
国
絵
図
中
に
原
本
の
成
立
が
明
ら
か
に
明
暦
以
降

で
あ
る
図
の
存
在
す
る
と
と
が
確
認
で
き
た
。
と
れ
は
『
士
口
茂
公
譜
』
の
正
保

国
絵
図
再
提
出
の
記
事
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
再
提
出
図
の
存
在

を
前
提
と
し
て
内
閣
文
庫
所
蔵
の
転
写
古
国
絵
図
を
丹
念
に
検
討
す
れ
ば
、
実

に
い
く
つ
か
の
再
提
出
図
確
認
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
暦
大
火
被
災
陀
よ
る
国
絵
図
再
提
出
が
全
国
陀
及
ん
だ
も
の
か
、

一
部
だ

け
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
転
写
図
の
検
討
の
み
で
は
解
明
で
き
ず
、
文
献
資
料

の
発
掘
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
再
提
出
の
時
期
に
つ
い
て
は
本
稿
で
検
討
し

た
三
か
国
の
事
例
の
み
で
断
定
的
に
結
論
づ
け
る
の
は
や
や
性
急
に
過
ぎ
る
か

「
ワ
臼
J

も
知
れ
左
い
が
、
な
よ
そ
寛
文
・
延
宝
期
と
み
左
す
こ
と
は
で
き
る
で
あ
忍
白
血

古
田
絵
図
。
呼
称
は
新
国
絵
図
に
対
す
る
も
の
で
一
冗
議
以
降
に
使
用
さ
れ
始

め
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
再
提
出
図
を
幕
府
は
吉
国
絵
図
と
し
て
取
扱
っ
て
い

た
。
焼
失
し
た
正
保
図
の
代
替
で
あ
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
古
国
絵
図

と
は
正
保
度
上
呈
図
ば
か
り
で
左
〈
、

そ
の
後
の
再
提
出
図
も
含
め
た
や
や
意

味
の
広
い
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

内
閣
文
庫
所
蔵
の
転
写
古
国
絵
図
に
つ
い
て
は
左
な
検
討
す
べ
き
問
題
が
残

っ
た
。
中
川
・
松
平
両
市
蔵
図
中
に
同
一
国
で
別
種
の
古
国
絵
函
が
数
例
認
め

(
日
)

ら
れ
る
の
を
ど
の
よ
う
陀
理
解
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
保
管
の

古
国
絵
図
が
文
庫
と
勘
定
所
に
二
組
存
在
し
た
と
と
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え

(
U
H
)
 

ら
れ
る
。
一
勘
定
所
保
管
分
は
明
暦
大
火
の
被
災
を
免
れ
た
当
初
の
上
呈
図
で
あ

っ
た
と
想
定
す
れ
ば
同
一
国
で
別
種
の
古
国
絵
図
の
存
在
も
不
思
議
で
は
友
〈

ヘ
F
b
J

(
享
保
二
年
〉
が
気
掛
り
で
あ
九
勺

左
る
。
し
か
し
「
古
国
絵
図
員
数
書
付
」

勘
定
所
保
管
の
古
国
絵
図
と
明
暦
大
火
と
の
関
係
が
一
つ
不
明
で
あ
る
。

(
山
口
大
学
教
育
学
部
)
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注

(
1
)
福
井
保
「
内
閣
文
庫
所
蔵
の
国
絵
図
に
つ
い
て

書
館
報
』
第
一

O
号、

(
続
)
」

『
国
立
公
文

一
九
七
八
、

頁

(
2
)
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
、
鍋
島
家
文
庫

(
3
)
幕
府
文
庫
の
古
・
新
商
肥
前
国
絵
図
が
同
年
十
二
月
八
日
老
中
松
平
乗

ロ
巴
を
通
じ
て
鍋
島
士
口
茂
に
貸
与
さ
れ
、

翌
年
正
月
廿
一
日
返
却
さ
れ
た
こ

と
は
『
幕
府
書
一
物
方
日
記
六
』

(
大
日
本
近
世
史
料
)

で
確
認
さ
れ
る
。

(
4
)
前
掲

(
1
)

両
旧
蔵
図
に
含
ま
れ
る
園
幅
国
別
は
別
表
の
通

b
o

(
5
)
前
掲

(
1
)



丙閣文庫所蔵の転写古国絵図

旧蔵名 国数 図 幅 国 名

山城河内摂津伊賀 (駿河) 伊豆 (武

中川・松平
26 

蔵〉安房下総飛騨 (若狭) 佐渡 (丹

K 共存 波)イ白誓出雲隠岐播磨備中 (備後)

(安芸) 周防長門紀伊淡路阿波讃岐

和泉常陸上野下野磐城岩代仙台陸

中川のみ 17 前陸中陸奥出羽越前加賀越中但馬

伊予筑前

松平のみ 13 
志摩相模甲斐上総美濃尾張能登近

江 丹 後 備 前 因 幡 石 見 美 作

(
5
)
前
掲

(

1

)

共存中.国名の下線は両者で国高の相異するもの。

カッコはいずれか一方に園高記載を欠き異同確認のでき念い

もの。

(注)

(
6
)
明
治
初
年
内
務
省
地
誌
課
作
成
。
正
保
高
は
諸
種
の
資
料
に
基
づ
〈
よ

左
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

う
で
全
面
的
な
信
懇
性
を
置
く
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
の
参
考
陀
は

『
総
合
地
方
史
大
年
表
』
巻
末
陀
「
村
高
比

較
表
」
と
し
て
掲
載
の
も
の
を
利
用
し
た
。

A-7)
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
浅
野
家
寄
託
史
料

〈
8
)
山
口
県
立
文
書
館
蔵
、
毛
利
家
文
庫

(
9
)
三
重
県
上
野
市
立
図
書
館
蔵
、
元
禄
伊
賀
国
絵
図
の
作
製
過
程
を
記
録

し
た
本
書
に
「
惣
御
国
之
高
拾
万
五
百
四
拾
石
弐
合
之
高
、
古
帳
ニ
ハ
拾

万
五
百
四
拾
石
と
有
之
候
故
、
此
度
者
弐
合
之
所
書
上
候
」
と
あ
る
。

(
叩
)
山
口
県
立
文
書
館
蔵
、
毛
利
家
文
庫

(
日
)
拙
稿
「
元
禄
年
間
の
園
絵
図
改
訂
と
新
国
絵
図
の
性
格
に
つ
い
て
」

一
九
七
七
、

「
人
文
地
理
」
第
二
九
巻
第
六
号
、

(
臼
)
憶
測
が
許
さ
れ
る
左
ら
寛
文
九
年
の
日
本
図
(
皇
盟
道
度
図
)
編
成
と

の
関
係
も
考
え
て
み
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

四
四
・
四
五
貰

(
日
)
例
え
ば
「
周
防
」

「
長
門
」
は
両
旧
蔵
図
で
別
種
で
あ
り
、
松
平
旧
蔵

図
は
正
保
度
上
呈
図
の
転
写
図
で
あ
る
と
み
念
さ
れ
る
。

(
H
〉
享
保
七
年
の
「
諸
帳
面
目
録
」

(
『
竹
橋
余
筆
巻
七
』
収
載
)
に
よ
る

と
、
当
時
勘
定
所
に
新
国
絵
図
と
一
緒
に
古
田
絵
図
が
保
管
さ
れ
て
い
た

R0 

4
E
A
 

と
と
が
知
ら
れ
る
。
福
井
保
「
内
閣
文
庫
所
蔵
国
絵
図
に
つ
い
て
」

一
九
七
二
、
四
九
頁
参
照
。

国

立
公
文
書
館
報
』
創
刊
号
、

(
日
)
同
書
付
に
は
古
田
絵
図
七
六
張
中
近
江
・
伊
勢
・
志
摩
三
国
の
逸
失
が

記
さ
れ
て
い
る
が
『
元
治
増
補
御
書
目
録
』
陀
よ
る
と
幕
府
文
庫
の
古
国

絵
図
は
上
総
が
欠
け
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
書
付
の
署
名
「
木
村
四
郎
兵

衛
」
は
勘
定
所
役
人
で
あ
る
。
書
付
に
は
「
酉
〈
享
保
二
年
)
十
二
月
九

日
」
の
日
付
が
あ
る
が
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
に
よ
る
と
幕
府
文
庫
の
古

国
絵
図
は
間
三
年
正
月
二
日
に
領
主
名
・
年
号
月
日
記
載
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
享
保
日
本
図
作
製
に
際
し
て
は
幕
府
文
庫
と
勘
定
所
両
所
の

古
国
絵
図
が
調
査
さ
れ
た
が
、
問
書
付
は
以
上
の
諸
点
か
ら
勘
定
所
保
管

分
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
勘
定
所
の
古
国
絵
図

中
に
寛
文
年
号
図
の
存
在
と
認
め
念
け
れ
ば
左
ら
-
な
い
。




